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新
し
い
医
療
を
広
げ
る
と
い
う
役

割
が
特
に
重
要
で
す
。
臨
床
研
究

に
お
け
る
認
定
倫
理
審
査
委
員
会

や
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
の
結
果
を

解
析
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
パ
ネ
ル

は
多
数
の
専
門
家
を
必
要
と
す
る

た
め
、
全
て
の
市
中
病
院
で
設
置

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
こ
の

た
め
、
本
院
が
専
門
家
集
団
を
有

す
る
司
令
塔
と
な
っ
て
地
域
の
医

療
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

こ
と
で
新
し
い
医
療
を
広
め
て
い

き
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
を
繋
い
だ

Ｏ
Ｃ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
関
連

病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
臨
床

研
究
を
行
う
上
で
の
本
院
の
最
大

の
強
み
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
者
教
育
を
充
実

　

社
会
人
教
育
を
通
し
て
地
域
の

医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
も
我
々
の

使
命
の
一
つ
で
す
。
２
年
間
の
初

期
臨
床
研
修
を
終
え
た
医
師
が
さ

ら
に
３
年
程
度
、
現
場
で
研
修
を

行
う
「
新
専
門
医
制
度
」
が
開
始

さ
れ
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

大
阪
府
で
は
内
科
を
は
じ
め
定
員

の
関
係
で
希
望
者
を
全
て
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
学

病
院
が
中
心
と
な
っ
て
対
策
を
と

り
、
多
く
の
専
攻
医
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
関
連
病
院
と
一
体
と
な

っ
て
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
本
院
で

は
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
や
薬

剤
師
の
レ
ジ
デ
ン
ト
募
集
が
始
ま

り
ま
す
。
多
く
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
も
大
学
病
院
で
高
度
な
卒

後
教
育
を
受
け
て
関
連
病
院
へ
巣

立
つ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

阪
大
病
院
の
将
来
構
想

　

か
つ
て
大
学
病
院
は
教
育
機
関

と
し
て
良
性
や
慢
性
疾
患
を
多
く

扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
多
く
の
高

度
な
医
療
、
侵
襲
的
な
治
療
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
外
科
手
術
、
血
管
内
治

療
、
内
視
鏡
治
療
、
放
射
線
治
療
、

化
学
療
法
な
ど
が
急
激
に
増
加
し

た
結
果
、
病
院
機
能
が
追
い
つ
か

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
院

で
は
、
病
院
再
開
発
と
し
て
新
し

い
統
合
診
療
棟
の
建
設
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
工
事
は
令
和
３

年
に
始
ま
り
令
和
７
年
の
運
用
開

始
を
目
指
す
計
画
で
す
。
具
体
的

な
建
物
の
規
模
や
工
事
の
期
間
等

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
こ
の
期
間
に
は
患

者
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。今

後
の
抱
負

　

私
は
食
道
が
ん
の
手
術
が
専
門

で
、
大
動
脈
気
管
合
併
切
除
な
ど
、

リ
ス
ク
の
高
い
手
術
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
心
臓
血

管
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
形
成
外

科
と
い
っ
た
多
数
の
診
療
科
の
協

力
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
部
）や
病

棟
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
の
チ
ー
ム

医
療
が
必
須
で
す
。
ま
た
、
大
き

な
事
故
な
く
大
手
術
が
で
き
る
の

は
本
院
の
医
療
安
全
の
レ
ベ
ル
が

高
い
お
か
げ
で
す
。
つ
ま
り
、
チ

ー
ム
医
療
と
医
療
安
全
が
大
学
の

新
し
い
医
療
を
開
発

　

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

は
新
し
い
医
療
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
、
昨
年
か
ら
保
険

診
療
と
し
て
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
当
院
は
「
未

診
断
疾
患
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
拠
点
病

院
」
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
今
後
、

未
診
断
疾
患
や
希
少
疾
患
に
対
し

て
も
遺
伝
子
検
査
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
再
生
医
療

で
は
心
筋
や
角
膜
な
ど
で
国
の
基

盤
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
院

に
お
い
て
、
研
究
室
が
持
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ズ
を
ア
イ
デ

ア
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
ず
、
臨
床

に
つ
な
げ
て
患
者
さ
ん
に
還
元
し

て
い
く
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
未
来
医
療
開
発
部
で
、
そ

の
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

一
昨
年
か
ら
「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

基
盤
拠
点
病
院
」
の
指
定
を
受
け

て
Ａ
Ｉ
の
医
療
現
場
で
の
活
用
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
単
に
学
問
的
価
値
で
は
な
く
、

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
、

と
い
う
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た

「
ド
ラ
え
も
ん
的
」
な
発
想
で
、
Ａ

Ｉ
を
医
療
現
場
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

　

「
臨
床
研
究
中
核
病
院
」
や
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
」

な
ど
で
は
、
地
域
の
中
核
と
し
て

写真1

医療費後払いサービス開始
　医療費後払いサービスとは、診察日当日の
医療費を後払いにすることで、料金計算を待
たずにお帰りいただけるサービスです。病院
に対するご意見の約3割を占める診察や会計、
駐車場等で長時間お待たせしている状況を改
善する一環として導入しました。
　ご利用には事前登録が必要です。お手持ち
のスマートフォンでＱＲコードを読み取るか、
パソコンで利用登録サイトにアクセスして、ク
レジットカード番号など必要な情報を登録す
れば、15分程度でサービスの利用が可能とな
ります。
　登録完了後は、その日から利用できます。
診察後に後払い専用窓口で受け付けをすれば、
料金計算を待たずにお帰りいただけます。医
療費は後日、登録したクレジットカードから
一括で引き落とされます。
　領収書と診療明細書は、クレジット決済完
了のメール着信後、病院内に設置する専用プ
リンターで印刷できます。なお、サービスは
外来の医療費が対象で入院医療費のお支払い
にはご利用できませんのでご注意ください。
　登録の方法・条件など、詳しくは院内で配
布しているリーフレットをご覧ください。ま
た、外来棟１階エントランスに「後払いサー
ビス案内ブース」を設置しています。ぜひお
立ち寄りください。
　本院では、引き続き患者さんの負担軽減の
ため、さまざまな方策を取ってまいります。医
療費後払いサービスの登録とご利用をお願い
します。
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長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
ド
ク
タ

ー
カ
ー
お
よ
び
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
が
、

大
阪
府
の
平
成
31
年
度
救
急
患
者

等
搬
送
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
本
院
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
整
備
事
業
は
、

「
大
阪
府
の
救
急
災
害
医
療
の
推
進

に
お
い
て
、
そ
の
現
場
で
一
生
懸

命
に
働
く
方
々
に
活
用
し
て
ほ
し

い（〝
形
が
あ
り
〟〝
目
に
見
え
る
も

の
〟
に
お
役
に
立
つ
こ
と
）」
と
の

ご
意
向
の
も
と
に
、
個
人
の
篤
志

家
か
ら
大
阪
府
に
な
さ
れ
た
寄
付

が
財
源
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
医
療
機
関
が

所
有
し
、
医
師
が
救
急
現
場
へ
出

動
す
る
緊
急
自
動
車
で
、
１
１
９

番
通
報
を
受
け
た
消
防
機
関
か
ら

の
要
請
に
よ
っ
て
出
動
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
医
師
が
患
者
を

診
察
す
る
ま
で
の
時
間
を
短
縮
し
、

救
急
現
場
で
い
ち
早
く
治
療
を
始

め
ら
れ
る
こ
と
が
利
点
で
す
。
ま

た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
搬
送
に

適
さ
な
い
重
症
患
者
等
を
、
他
の

医
療
機
関
と
本
院
間
で
搬
送
す
る

場
合
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
乗
用
車
タ
イ

プ
と
救
急
車
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す

が
、
本
院
に
は
救
急
車
タ
イ
プ
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
同
乗
す
る
の

は
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医

師
が
中
心
で
、
状
況
に
応
じ
て
各

診
療
科
の
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）が
使
用
す
る

災
害
時
用
の
緊
急
自
動
車
で
す
。

本
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
災
害
の
際
に
被
災
地
へ
出
動

し
ま
し
た
が
、
専
用
の
車
両
が
な

か
っ
た
た
め
に
隊
員
の
派
遣
に
苦

労
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
導
入
し

た
の
は
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
タ
イ

プ
の
車
両
で
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と

連
携
し
て
災
害
時
の
多
様
な
活
動

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー

を
運
用
す
る
た
め
に
救
急
救
命
士

の
資
格
を
有
す
る
３
名
の
職
員
が

４
月
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。
緊
急

自
動
車
の
運
転
と
と
も
に
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
初
療
な
ど

に
携
わ
り
ま
す
。

　

既
に
運
用
し
て
い
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
と
と
も
に
、
地
域
の
救
急
医

療
、
災
害
医
療
に
ま
す
ま
す
貢
献

で
き
る
よ
う
に
運
用
体
制
を
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２車両のデザインは本学クリエイティブユニットが担当しました。コン
セプトは「ドクターの医療にかける情熱と誇りを青と赤のラインの大き
な流れとして表現した」とのことです。子どもたちがドクターとしてこ
の車に乗ってみたいと憧れるよう、従来の医療関係車とは一線を画すス
タイリッシュでクールなデザイン。「疾走感を纏

まと

うことで町中でも目立
つ」よう工夫を凝らしています。（写真右からドクターカー、DMATカー）

医
療
の
基
本
で
す
。

　

他
病
院
で
切
除
不
能
と
診
断
さ

れ
た
患
者
さ
ん
が
「
本
当
に
手
術

で
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
全
国
か
ら

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
来
ら
れ

ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の

期
待
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
11
年
間
、
消
化
器
外

科
教
室
の
教
授
と
し
て
多
く
の
医

師
の
育
成
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
「
教
室
員

個
人
の
満
足
が
な
け
れ
ば
教
室
の

発
展
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
病
院
運
営
で
も
同
じ
で
す
。

そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
幸
福
が

大
事
で
、
個
人
を
犠
牲
に
し
て
全

体
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
私
の
任
期
中
の
２

年
間
で
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ

が
「
働
き
方
改
革
」
で
す
。
大
学

病
院
と
い
う
非
常
に
多
様
な
人
が

集
ま
る
組
織
に
労
働
者
と
い
う
単

一
の
価
値
観
を
持
ち
込
も
う
と
す

る
働
き
方
改
革
に
は
多
大
な
困
難

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
改
革
を
進
め
る
つ
も
り
で

す
。

ドクターカー・ドクターカー・
DMATカー DMATカー 導入導入
救急や災害時に活躍

　
４
月
１
日
付
け
で
本
院
の
新
し
い
病
院
長
に
消
化
器
外
科
の
土
岐

祐
一
郎
教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
力
を
生
か
し
て
、高
度
で
安

全
な
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
土
岐
病
院
長
に
、抱
負
や

病
院
の
運
営
に
お
い
て
重
視
し
た
い
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

新病院長
インタビュー

拠
点
病
院
と
し
て
地
域
を
支
援

診察後に診察後に
お待たせしませんお待たせしません
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チームで応える安全医療
研究シーズ 臨床に生かす



優秀標語表彰式令和2年度

「
見
逃
す
な
　
い
つ
も
と
違
う
　
違
和
感
を
」

（ 

医
事
課
　
医
療
安
全
係
長
　
松
田 

晃
蔵
さ
ん
）

４～６月期

「
焦
ら
な
い
　
困
っ
た
と
き
は
　
誰
か
に
相
談
」

（ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
西
原 

武
志
さ
ん
）

１～３月期

「
あ
い
さ
つ
が
　
つ
な
ぐ
チ
ー
ム
の
　
信
頼
感
」

（ 

看
護
管
理
室
　
副
看
護
部
長
　
佃
　
順
子
さ
ん
）

10～12月期

「
気
遣
い
は
　
患
者
の
心
　
穏
や
か
に
」

（ 

医
事
課
　
患
者
サ
ー
ビ
ス
係
　
中
村 

名
見
子
さ
ん
）

７～９月期

今
年
度
の
標
語
が
決
定

　  

接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
目
指
し
て

　

令
和
２
年
３
月
２
日
、
病
院
長
室
に

お
い
て
、
木
村
病
院
長
か
ら
４
名
の
優

秀
標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、

職
員
の
一
人
一
人
が
患
者
さ
ん
の
立
場

に
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
主
旨

で
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
に
関
す
る
標

語
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
に
標
語
を
募
集
し
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
検
討
の

結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
渡

さ
れ
て
い
ま
す
。

平均 93.5%満足
（回答数＝665）

平均 87.8%満足
回（回答数＝3,337）

　

本
院
は
す
で
に
、
平
成
21
年
に

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院（
国

指
定
）に
指
定
さ
れ
、
平
成
30
年
に

は
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病

院（
国
指
定
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
中
核
拠
点
病
院
と

し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
地
域

の
が
ん
診
療
を
支
え
る
と
と
も
に
、

大
学
病
院
と
し
て
が
ん
を
専
門
と

す
る
医
療
者
の
育
成
に
努
め
、
技

術
・
情
報
交
流
及
び
人
事
交
流
を

通
じ
て
大
阪
府
下
の
が
ん
拠
点
病

院
を
は
じ
め
と
す
る
が
ん
診
療
を

行
う
医
療
施
設
と
協
力
し
、
大
阪

府
の
が
ん
医
療
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
た
び
本
院
は
、
大
阪
府
小

児
が
ん
拠
点
病
院
の
指
定
申
請
を

行
い
、
令
和
２
年
２
月
17
日
に
大

阪
府
知
事
か
ら
指
定
通
知（
指
定
期

間
＝
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和

６
年
３
月
31
日
）を
受
け
ま
し
た
。

大
阪
府
小
児
が
ん
拠
点
病
院
は
、

府
内
に
お
け
る
小
児
が
ん
医
療
及

び
連
携
体
制
の
水
準
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
府
民
が
安
心
か
つ

適
切
な
小
児
が
ん
医
療
を
選
択
で

き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
阪

府
が
ん
対
策
推
進
委
員
会
小
児
・

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
対
策
部
会
及

び
が
ん
診
療
連
携
検
討
部
会
の
意

見
を
踏
ま
え
、
大
阪
府
が
設
置
し

た
も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
12
月
14
日
、
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。「
金
曜
日
の

勤
務
時
間
内
に
震
度
７
の
上
町
断

層
地
震
が
前
震
と
本
震
の
２
度
に

わ
た
り
発
生
し
た
」
と
の
想
定
で
、

シ
ナ
リ
オ
を
用
い
な
い
完
全
ブ
ラ

イ
ン
ド
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
災
害
対
策
本
部
や
ト
リ

ア
ー
ジ
エ
リ
ア
等
の
新
設
エ
リ
ア

の
設
置
を
目
的
と
し
、
後
半
は
被

災
状
況
の
情
報
収
集
を
行
い
、
本

院
の
診
療
能
力
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
翌
日
以
降
の
休
日
の
災
害

医
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
病
院
長
を
は
じ
め

と
す
る
災
害
対
策
本
部
メ
ン
バ
ー

が
仮
設
災
害
対
策
本
部
の
防
災
セ

ン
タ
ー
に
集
合
し
て
情
報
収
集
を

行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

で
の
災
害
対
策
本
部
設
営
や
外
来

受
付
付
近
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ

ア
設
営
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
で
は
、
次
々
に
発

生
す
る
院
内
外
の
イ
ン
フ
ラ
障
害

等
の
問
題
へ
の
対
応
を
確
認
し
ま

し
た
。
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ
ア
で
は

模
擬
患
者
と
し
て
医
学
部
保
健
学

科
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
、
看
護
部
に
よ
る
患
者
受
け

入
れ
と
、
各
エ
リ
ア
と
指
揮
所
及

び
本
部
内
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

部
門
を
繋
ぐ
新
シ
ス
テ
ム
の
フ
ァ

イ
ル
（
被
災
患
者
リ
ス
ト
）を
活
用

し
た
患
者
情
報
の
流
れ
の
運
用
の

検
証
が
さ
れ
ま
し
た
。
新
シ
ス
テ

ム
は
患
者
の
情
報
と
流
れ
を
各
所

で
入
力
で
き
る
こ
と
か
ら
、
電
話

連
絡
で
の
情
報
の
混
乱
の
解
消
と
、

シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
検
証
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
豊
能
医
療
圏
内
の
二
次

救
急
告
示
病
院
と
災
害
拠
点
病
院

と
の
連
携
強
化
訓
練
も
併
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
豊
中
市
保

健
所
、
吹
田
保
健
所
、
池
田
保
健

所
も
参
加
さ
れ
、
二
次
救
急
告
示

病
院
が
大
阪
府
救
急
・
災
害
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
し
た
被
災

状
況
の
確
認
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
院
は
災
害
時
に
、
豊
能
二
次

医
療
圏
の
災
害
拠
点
病
院
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
の
病
院
、
医
師
会
、

保
健
所
と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

訓
練
は
各
病
院
や
保
健
所
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
見
直
す
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

本
院
が

 

大
阪
府
小
児
が
ん
拠
点
病
院

　
　
　 

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

外来患者さん、入院患者さんを対象とした満足度調査にご協力をいただき、ありがとう
ございました。このたび令和元年度の調査結果がまとまりましたので、ご報告いたします。

ワ
ー
ス
ト
５

1位 インターネット環境 75.4 
2位 トイレや浴室 78.3 
3位 エレベーターや廊下 80.1 
4位 個室料金 83.9 
5位 食事 84.0 

ワ
ー
ス
ト
５

1位 会計の待ち時間 52.6 
2位 駐車場の広さや台数 54.0 
3位 診察までの待ち時間 54.0 
4位 会計待ちでの声掛け等の配慮 74.3 
5位 診察待ちでの声掛け等の配慮 76.3 

●外来患者さん 満足度ランキング●入院患者さん 満足度ランキング

ベ
ス
ト
５

1位 リハビリ職員の態度や言葉遣い 99.6 
2位 薬剤師の態度や言葉遣い 98.8 
3位 職員の身だしなみ 98.7 
4位 検査職員の態度や言葉遣い 98.2 

5位

本人や氏名、病名、薬の確認 97.8 
病院全体に対する満足度、信頼度 97.8 
入院中に受けた看護 97.8 
看護師の態度や言葉遣い 97.8 
安全な治療・結果 97.8 
看護師のナースコール対応 97.8 

ベ
ス
ト
５

1位 診察室の清潔かつ整理整頓 97.8 
2位 医師のプライバシー配慮 97.5 
3位 医師の態度や言葉遣い 96.9 
4位 看護師のプライバシー配慮 96.6 
5位 技師の態度や言葉遣い 96.6 

年齢別
内訳

60代50代

40代

30代 4.5％

28.1％

22.6％15.2％

10.2％

70代

80歳以上 9.2％

10歳未満 3.9％
10代
2.3％ 無回答 1.3％20代 

2.7％

年齢別
内訳

80歳以上
9.3％

47.1％

26.2％

20～30代 9.3％

20歳未満 3.9％ 無回答 4.2％

60～70代

40～50代

入 院 患 者さん 外 来 患 者さん

調査対象の内訳 調査対象の内訳

本部設置やトリアージ

前
列
左
か
ら
松
田
さ
ん
︑木
村
病
院
長
︑中
村

さ
ん
︑佃
さ
ん
︒だ
円
の
写
真
は
西
原
さ
ん

満足度令 和
元年度 調査結果発表！

　外来患者さんの87.8％、入院患者さんの
93.5％の方に、「満足」「やや満足」のご回答を
いただきました。満足度の低い項目は、外来で
は「駐車場整備等」「会計や診察の待ち時間」、
入院では「インターネット環境」「トイレ・浴室
設備」「エレベーター待ち時間等」でした。
　これからも患者さんにとって心地よく、治
療に専念できる環境を整えていきたいと考え
ております。より多くの患者さんのご意見を
伺いたいと思っておりますので、今後ともご
協力のほどよろしくお願いいたします。

●調査結果 ●調査期間
入 院

令和元年10月1日
～21日の21日間

外 来
令和元年9月2日
～6日の5日間

入院患者満足度…具体的なコメント例

・医師、看護師、職員の説明も丁寧で安  
 心して治療を受けることができました。

・看護師の方々の対応がとても素晴らし 
 いです。
 安心・安全の入院生活を送らせていた 
 だきありがとうございました。

・フリー Wi-Fi があれば良い。
・トイレ、洗面所の数を増やしてほしい。
・シャワー室やトイレなどはもっと清潔 
 感がほしい。

・病室内の清掃が不十分です。
・エレベーターがなかなか来ない。
・病衣の襟元のアイロンがけが不十分で 
 した。着る身になってお願いします。

外来患者満足度…具体的なコメント例

・医師、看護師、技師の方々はいつも寄 
 り添って親切丁寧に対応してくださり 
 ありがたく思っております。

・医師、看護師、皆さんとても親切です。 
 満足です。

・診察、会計の待ち時間が長い。
・目安でもいいので待ち時間の表示がほ 
 しい。

・駐車場の混雑を解消してほしい。
・トイレの数が少ない。
・洋式を増やしてほしい。
・車椅子用のトイレを増やしてほしい。
・トイレの清潔感を保ってほしい。
・休憩、昼食を取る場所がない。

防災訓練
令和元年度

シナリオ
なしで
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診
療
部
門
長
等
紹
介

新
　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・
教育の充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対し
て付与しているものです。
　令和2年度は下記の22名に「病院教授」の称号を付与することを決
定しました。

番号  診療科等名 氏名 職名
1 循環器内科 彦惣　俊吾 准教授
2 呼吸器内科 武田　吉人 講師
3 血液・腫瘍内科 柴山　浩彦 准教授
4 心臓血管外科 戸田　宏一 准教授
5 消化器外科（上部消化管、膵） 山﨑　　誠 准教授
6 乳腺・内分泌外科 金　　昇晋 准教授
7 眼科 松下　賢治 講師
8 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 今井　貴夫 准教授
9 整形外科 村瀬　　剛 准教授
10 皮膚科 金田　眞理 准教授
11 神経科・精神科 田中　稔久 准教授
12 麻酔科 大瀧　千代 講師
13 産科・婦人科 冨松　拓治 准教授
14 泌尿器科 今村　亮一 准教授
15 臨床検査部 日髙　   洋 准教授
16 手術部 南　   正人 准教授
17 放射線部 巽　   光朗 准教授
18 総合周産期母子医療センター 北畠   康司 講師
19 集中治療部 内山　昭則 准教授
20 高度救命救急センター 小倉　裕司 准教授
21 臨床工学部 高階　雅紀 講師
22 化学療法部 水木 満佐央 准教授

「病院教授」の称号付与について
令和2年度

※上記の称号付与者の職名等は令和2年４月１日現在のものです。

　このたび、移植医療部長を拝命いたしました。本院は、
すべての臓器移植（心臓、肺、腎臓、肝臓、膵

すい

臓、小腸）の実
施施設として認定を受け造血幹細胞移植も実施しており
ます。
　移植医療には、全診療科・診療部門との連携が必要で
す。移植医療部は取りまとめ役として、そしてレシピエ
ント移植コーディネーターを通して患者さんのサポート
を行い、チーム医療を推進しています。また、脳死下で
の臓器提供のための体制の整備にも力を注いでおります。
　人の命をつなぐドナーのお気持ちが、確実にレシピエ
ントにつながるように、そんな尊い気持ちをつなぐ医療
を目指します。なにとぞよろしくお願い申し上げます。

（令和2年1月1日就任）

　このたび、未来医療開発部長を拝命いた
しました。未来医療開発部は基礎研究の成
果を臨床に橋渡しする「未来医療センター」
に加え、広く臨床研究の支援を行う「臨床
研究センター」、臨床試験のデータ管理・統
計解析を行う「データセンター」、医療技術
の海外展開や海外からの研究者受け入れを
行う「国際医療センター」の四つの組織か
ら構成されます。この四つの組織がうまく
連携することにより、大阪大学から革新的
な医療技術を世界の患者さんに届けていき
たいと思います。ご支援のほどよろしくお
願い申し上げます。

（令和2年4月1日就任）

　このたび、女性・母子・泌尿生殖科部門
長を拝命いたしました。本部門は、診療科
としては、産科・婦人科、小児科、泌尿器
科から構成されています。これら３診療科
は、互いにその専門性を有機的に生かして、
この分野の診療を充実させています。中央
診療部門の総合周産期母子医療センター、連
携診療部門の生殖医療センターも、他診療
科とともに担当しております。本部門は引
き続き、女性・母子・泌尿生殖科関連の医
療の充実、発展に尽力していきたいと思い
ますので、よろしくお願いいたします。

（令和2年4月1日就任）

　このたび、内視鏡センター長を拝命いた
しました。当センターは、消化管や呼吸器
などの“くだ状”の臓器を対象に、からだの
中を直接“視る”ことによって、患者さんの
疾患を正確に「診断」しています。必要に
応じて組織の採取を行い、また特殊光、拡
大観察、超音波などを用いて、より精密な
検査を行います。さらに、内視鏡的粘膜下
層剥離術（ESD）などの「治療」も多数行っ
ています。今後も、高度で安心・安全な検
査・治療を推進していきますので、よろし
くお願いいたします。

（令和2年4月1日就任）

　このたび、腸管不全治療センター長を拝
命しました。腸管不全とは、種々の原因に
より腸管からの栄養や水分の吸収が障害さ
れた状態のことで、静脈からの定期的な栄
養・水分補給を要します。最も多い原因は
短腸症と腸管運動障害です。腸管不全の治
療に当たっては、腸管機能の最大限の回復
を目指しながら在宅医療への移行が必要で、
最重症例には小腸移植も行われます。腸管
不全治療センターは、腸管不全の患者さん
がこうした多職種のチーム治療を安心して
受けていただけることを目標にしています。
ご支援よろしくお願いいたします。

（令和2年4月1日就任）

　平成29年3月に設立された高難度新規医
療技術審査部の部長を拝命いたしました。同
審査部では、本院で実施したことのない医
療技術に関して、その実施により患者さん
に重大な影響が想定される医療を提供する
にあたって、審査部内に設置された高難度
新規医療技術評価委員会からの意見を踏ま
え適否などを決定します。患者さんの医療
安全を確保しつつ、大阪大学医学部附属病
院で高度な医療を提供できるように、貢献
してまいります。なにとぞよろしくお願い
申し上げます。

（令和2年4月1日就任）

　オンコロジーセンター長を拝命しました。
オンコロジーセンターはがん化学療法、放
射線治療、キャンサーボード、がん相談支
援室、患者交流会、各種セミナーの開催な
ど診療科横断的ながん診療体制の中心的な
役割を担っています。がんに関する専門家
による高度ながん医療の提供と、患者さん
に寄り添うきめ細やかな医療の提供をめざ
してまいりますので、なにとぞよろしくお
願いします。

（令和2年4月1日就任）

　緩和医療センター長を拝命しました。本
院では平成31年４月１日より緩和医療セン
ターを開設し、がん、心不全、小児がんの
三つの部門で患者さんの精神的、肉体的な
苦痛の緩和と生活の質（Quality of life: QOL）
の向上に向けて、医師、看護師、薬剤師、医
療ソーシャルワーカー、臨床心理士等によ
るチームアプローチを行っています。緩和
医療センターのスタッフ一同、患者さんが
望まれる生活に少しでも近づけるよう最善
のサポートに尽力してまいりますので、な
にとぞよろしくお願いします。

（令和2年4月1日就任）

　神経科・精神科の池田学教授から引き継
ぎ、脳神経精神科部門長を拝命いたしまし
た。この部門は、神経内科・脳卒中科、神
経科・精神科の内科系２科、麻酔科、脳神
経外科の外科系２科の４科で構成されてい
ます。これらの診療科は脳・神経に関連す
るということでまとまっております。増え
ゆく認知症、神経疾患、脳卒中、精神疾患、
そして外科手術と分野は多彩ですが、これ
らに臨機応変に対応し、病院に貢献し、そ
して社会のニーズに応えていきたいと考え
ております。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

（令和2年4月1日就任）

　このたび、感覚・皮膚・運動系科部門長
を拝命いたしました皮膚科長の藤本です。本
部門は、感覚や運動に関わる眼科、耳鼻咽
喉科・頭頸部外科、整形外科、形成外科、リ
ハビリテーション科、皮膚科からなり、部
門内、また内科系や外科系など他部門のい
ろいろな診療科と密接に連携しながら診療
を行っています。これからも、患者さんに
安心して頂きながら希望を持って頂けるよ
うな安全でかつ最先端の診療をさらに進め
ていきたいと思っております。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

（令和2年4月1日就任）
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本
院
の
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、

現
在
、
病
院
建
物
北
側
の
患
者
用
駐
車

場
内
に
あ
り
ま
す
が
、
正
面
玄
関
ま
で

の
移
動
距
離
が
長
い
な
ど
改
善
を
望
む

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
正
面

玄
関
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
改
修
し
、
新

た
に
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス（
約
20

台
）を
確
保
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
面
玄
関
ま
で
の

移
動
距
離
が
短
く
な
り
、
車
椅
子
を
利

用
さ
れ
る
身
障
者
の
皆
さ
ま
が
お
車
で

来
院
さ
れ
る
際
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
改
修
工
事
は
今
年
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
工
事
は
車
道
を
封
鎖
す

る
こ
と
な
く
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、

お
車
で
来
院
さ
れ
る
方
へ
の
影
響
が
極

力
少
な
く
な
る
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
患
者
の
皆
さ
ま
に

安
心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
病

院
と
な
る
よ
う
環
境
整
備
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改善

正面ロータリー 工事へ

身障者用
駐車場を

3 2020年4月25日 Osaka University Hospital News No.78



PHOTO TOPICS

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
脳
卒
中

や
認
知
症
、
て
ん
か
ん
や
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
な
ど
の
患
者
さ
ん
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

神
経
内
科
・
脳
卒
中
科
は
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）、
認
知
症
な
ど

の
神
経
変
性
疾
患
を
は
じ
め
、
多

発
性
硬
化
症（
Ｍ
Ｓ
）や
重
症
筋
無

力
症
な
ど
の
自
己
免
疫
性
神
経
疾

患
、
筋
強
直
性
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
を
は
じ
め
と
す
る
筋
疾
患
、
て

ん
か
ん
や
片
頭
痛
な
ど
、
多
様
な

神
経
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

難
治
性
神
経
疾
患
に
対
す
る
治

療
法
は
、
近
年
著
し
く
進
歩
し
て

お
り
、
震
え（
本
態
性
振
戦
）の
先

端
治
療
と
し
て
、
当
科
で
は
「
集

束
超
音
波
療
法
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像
を
も
と
に
手

の
震
え
を
起
こ
す
脳
の
部
分
を
特

定
し
、
超
音
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

集
中
さ
せ
て
照
射
し
、
細
胞
を
壊

死
さ
せ
て
治
療
し
ま
す
。
外
科
手

術
を
伴
わ
な
い
た
め
痛
み
も
な
く
、

後
遺
症
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
的
に
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
治
療
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
当
科
は
、
脳
卒
中
の
一
つ

で
あ
る
脳
梗こ

う
そ
く塞
の
治
療
と
し
て
、

専
門
医
に
よ
る
「
脳
血
管
内
治
療
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
脳
梗
塞
は
、

血
栓
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
っ
て
血

流
が
途
絶
え
、
脳
の
神
経
細
胞
が

壊
死
す
る
病
気
で
、
カ
テ
ー
テ
ル

を
使
用
し
、
詰
ま
っ
て
い
る
血
栓

を
回
収
除
去
し
ま
す
。
迅
速
な
治

療
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
本
院
に

は
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設

さ
れ
て
お
り
、
担
当
医
師
が
24
時

間
体
制
で
待
機
し
、
即
時
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

免
疫
が
自
身
の
正
常
な
細
胞
や

組
織
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
自
己
免

疫
疾
患
の
治
療
も
大
き
く
進
歩
し

て
い
ま
す
。
多
発
性
硬
化
症
、
重

症
筋
無
力
症
な
ど
の
難
病
に
対
し

て
、
分
子
標
的
薬
な
ど
の
最
新
薬

剤
が
多
く
開
発
さ
れ
て
お
り
、
検

査
な
ど
に
よ
り
薬
剤
の
有
効
性
や

副
作
用
を
判
断
し
、
積
極
的
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
全
身
の
筋

力
低
下
が
進
行
す
る
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
に
関
し
て
も
、
家
族
性

の
場
合
は
、
原
因
遺
伝
子
が
特
定

さ
れ
た
こ
と
で
遺
伝
子
治
療
の
研

究
が
進
み
、
治
験
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

難
治
性
神
経
疾
患
の
治
療
で
は
、

医
師
に
よ
る
十
分
な
説
明
と
患
者

さ
ん
の
ご
理
解
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
常
に
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
症
状
の
改
善

や
再
発
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

化
学
療
法
部
は
、
外
来
患
者
さ

ん
の
抗
が
ん
剤
治
療
や
免
疫
疾
患

の
治
療
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま

な
が
ん
に
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
な
ど

多
く
の
有
効
な
抗
が
ん
剤
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
の

自
己
免
疫
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
治

療
に
お
き
ま
し
て
も
、
生
物
学
的

製
剤
と
い
わ
れ
る
新
規
薬
剤
が
広

く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

化
学
療
法
部
が
担
当
し
て
い
る

化
学
療
法
室
は
、
外
来
通
院
を
さ

れ
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
、
こ

れ
ら
の
薬
剤
を
安
全
に
投
与
さ
せ

て
頂
き
、
安
心
し
て
、
快
適
に
治

療
を
受
け
て
頂
く
た
め
の
場
所
で

す
。
化
学
療
法
室
の
歴
史
は
、
平

成
15
年
、
現
在
の
内
科
1
階
・
総

合
診
療
外
来
の
場
所
の
一
角
に
、

12
床
の
チ
ェ
ア
と
ベ
ッ
ド
で
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
19
床
ま
で

ベ
ッ
ド
数
を
増
や
し
ま
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
治
療
を

受
け
て
頂
く
た
め
に
、
平
成
27
年

に
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
を

設
立
し
、
２
階
と
３
階
の
二
つ
の

フ
ロ
ア
合
わ
せ
て
42
床
の
化
学
療

法
室
が
で
き
ま
し
た（
ベ
ッ
ド
17
、

チ
ェ
ア
25
）
。

　

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
の

１
階
に
は
採
血
室
が
あ
り
、
化
学

療
法
室
の
治
療
を
担
当
さ
せ
て
頂

く
看
護
師
が
、
当
日
の
治
療
の
予

定
を
お
伺
い
し
、
点
滴
の
た
め
の

血
管
を
相
談
し
採
血
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当
日
の
治

療
が
可
能
か
ど
う
か
、
各
診
療
科

の
主
治
医
の
先
生
の
診
察
を
受
け

て
頂
い
た
後
、
２
階
と
３
階
の
化

学
療
法
室
で
、
化
学
療
法
部
の
看

護
師
と
医
師
が
協
力
し
て
治
療
を

行
い
ま
す
。

　

４
階
に
は
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
薬
剤
室
が
あ
り
、
薬
剤
師
が

患
者
さ
ん
に
使
用
す
る
薬
剤
を
無

菌
的
に
調
整
し
て
、
化
学
療
法
室

へ
搬
送
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
で
治
療
薬
の
副
作
用
な
ど

に
つ
い
て
専
門
的
な
立
場
か
ら
お

話
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
が
ん
相
談
支
援
室
が
あ
り
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、

が
ん
の
治
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
、
疑
問
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
化
学
療
法
部
で

は
、
右
記
の
よ
う
な
多
職
種
の
医

療
者
が
、
各
診
療
科
と
協
力
し
て
、

患
者
さ
ん
の
外
来
で
の
治
療
を
支

え
て
い
ま
す
。

　3月26日に栄養マネジメント部の下村伊一郎部長おすすめ御膳を
提供しました。下村部長の回では、カレーメニューが恒例となってい
ます。これまでカレーピラフやグリーンカレーを提供しました。今回
は焼カレーです！具だくさんのカレーにチーズをのせてカリッと焼
き上げました。カレーのお供にはらっきょうを添えています。副菜は
カレーに負けないカラフルな彩りにしました。お楽しみのデザート
はスパイシーなカレーに合うように、旬の苺

いちご

を使用してさっぱりと
した口当たりとしました。
　食事によってみなさまの気持ちが明るくなっていただけるように、
全体的に華やかな春らしい彩りにしました。何度も試作を繰り返し、
味・見た目ともに喜んでいただける献立を作成しました。

ホスピタリティ賞表彰式

緩和ケアをテーマに市民公開フォーラム

阪神タイガース元選手、横田さんが来院

「
未
来
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
取
り
組
み
～
」 

を
開
催

　２月９日（日）、グランフロント大阪ナレッジシアターで「未
来医療フォーラム～大阪大学医学部附属病院の取り組み～」と
題した市民フォーラムを開催しました。
　５回目となる今回は、木村正病院長の開会あいさつに続い
て、「ゲノム時代の産婦人科診療」と題した講演がありました。
　次に、がんゲノム医療センターの坂井大介特任講師がゲノ
ム医療について、未来医療開発部未来医療センターの名井陽
センター長が大学と企業との連携や薬の開発について講演し
ました。最後に、心臓血管外科の澤芳樹診療科長が心筋再生治
療について講演しました。
　多くの方々にお越しいただき、本院の未来医療の取り組み
について理解を深めていただくことができました。

　1月29日（水）、阪神タイガース元選手の横田慎太郎さんが、
入院患者さんを励ますために本院を訪問されました。病棟で
サイン会が開かれ、横田さんは患者さんに「がんばってくださ
い」「必ず乗り越えてください」などと声をかけながら一人ずつ
にサインし、握手や写真撮影にも丁寧に応じてくださいまし
た。特に子どもたちには大人気で、毎日病気と闘っている子ど
もたちにとって、大きな喜びとなりました。

　ご意見箱に寄せられた謝意の多かった部署を表彰しました。

〈平成29年度〉　東13階病棟　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
〈平成30年度〉　東12階病棟　糖尿病・内分泌・代謝内科
 免疫内科
〈令和元年度〉　 西12階病棟　泌尿器科

　大阪大学中之島センターで、第16回大阪大学医学部附属病
院市民公開フォーラム「あなたの治療と“思い”を支える緩和ケ
ア」を開催しました。

1
29

3
31

2
8

2
9

おすすめ御 膳

・焼カレー
・サラダ
・ポトフ
・ご飯

・苺のデザート

メニュー

栄養マネジメント部長
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抗がん剤や免疫疾患治療
多職種で外来患者支援
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